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マ
ダ
イ
は
日
本
に
お
い
て

は
魚
の
王
様
で
す
。
姿
、
色

合
い
、
味
は
お
祝
い
に
相
応

し
い
こ
と
か
ら
、
根
強
い
人

気
の
あ
る
魚
で
す
。

　

し
か
し
、
天
然
の
マ
ダ
イ

の
幼
稚
仔
が
生
育
す
る
沿
岸

の
ア
マ
モ
場
や
浅
場
が
高
度

経
済
成
長
時
代
に
埋
め
立
て

に
よ
り
喪
失
し
、
そ
の
結
果
、

マ
ダ
イ
の
漁
獲
量
が
激
減
し

ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
で
は
、
昭
和
四

十
八
年
か
ら
昭
和
六
十
一
年

度
ま
で
神
奈
川
県
水
産
試
験

場
が
、
種
苗
量
産
技
術
開
発

を
経
て
百
万
尾
の
種
苗
を
生

産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本

格
的
な
種
苗
放
流
事
業
が
始

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

栽
培
漁
業
協
会
は
、
水
産

試
験
場
の
種
苗
生
産
事
業
を

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
引
き

継
ぎ
、
七
十
万
か
ら
百
万
尾

の
種
苗
を
東
京
湾
と
相
模
湾

に
放
流
し
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
に

み
て
も
全
長

六
か
ら
八
㎝

の
種
苗
を
継

続
し
て
放
流

し
て
い
る
県

は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

昭
和
四
十

年
代
に
は
神

奈
川
県
の
マ

ダ
イ
の
漁
獲

量
は
三
十
ト

ン
台
に
な
っ

て
し
ま
い
ま

し
た
。
昭
和

四
十
九
年
度

か
ら
百
万
尾

前
後
の
種
苗

を
放
流
し
始
め
て
、
年
平
均

八
十
八
万
尾
を
放
流
し
て
、

漁
業
と
遊
漁
を
合
わ
せ
て
百

ト
ン
か
ら
百
五
十
ト
ン
、
漁

業
で
平
均
四
十
四
ト
ン
、
遊

漁
で
七
十
八
ト
ン
、
種
苗
の

回
収
率
は
、
放
流
尾
数
に
対

し
て
十
・
五
か
ら
二
・
三
％
、

平
均
五
・
三
％
で
あ
り
、
遊

漁
で
年
平
均
十
六
ト
ン
、
漁

業
で
九
ト
ン
を
回
収
し
て
い

ま
す
。

　

今
で
は
、
二
十
五
ト
ン
の

マ
ダ
イ
の
捕
獲
量(

漁
業+

遊

漁)

は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
国
や
県
の
補
助
金

が
な
く
な
っ
て
放
流
経
費
は

受
益
者
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
五
年
か
ら
平

成
二
十
九
年
度
ま
で
、
東
京

湾
へ
一
般
社
団
法
人
日
本
釣

用
品
工
業
会
に
二
十
万
尾
の

マ
ダ
イ
を
購
入
し
て
い
た
だ

い
て
放
流
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
事
業
が
縮
小
、
或
い
は

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
今

後
、
五
十
万
尾
前
後
の
放
流

数
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
マ
ダ
イ
釣
人

協
力
金
や
釣
船
協
力
金
、
栽

培
漁
業
協
会
の
種
苗
放
流
事

業
の
範
囲
で
事
業
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
三
浦
市
小
網
代

湾
で
行
っ
て
き
た
中
間
育
成

を
や
め
て
、
活
魚
運
搬
船
で

東
京
湾
か
ら
相
模
湾
へ
の
一

括
放
流
を
し
て
き
た
も
の
を

陸
上
池
で
五
㎝
か
ら
六
㎝
に

育
て
、
ト
ラ
ッ
ク
活
魚
車
で

運
搬
し
、
漁
港
へ
直
接
放
流

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
費
を

削
減
で
き
る
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

理
事
長　

太
　
田
　
　
議

公
益
財
団
法
人　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
の
事
業
に
対
し

て
皆
様
方
の
ご
理
解
と
多
大

な
ご
支
援
頂
き
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
二
千
四
〜
二
千

五
年
に
発
生
し
た
黒
潮
の
大

蛇
行
が
十
二
年
ぶ
り
に
発
生

し
、
神
奈
川
県
沿
岸
の
海
の

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
黒
潮
の
大
蛇
行
は
い

つ
ま
で
続
く
か
予
想
で
き
な

い
よ
う
で
す
が
、
沿
岸
の
漁

業
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　

シ
ラ
ス
漁
業
が
近
年
に
な

く
不
漁
で
、
い
ろ
い
ろ
な
魚

種
で
平
年
の
漁
期
か
ら
の
ず

れ
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

キ
ン
メ
ダ
イ
漁
業
で
は
潮
が

速
く
て
縄
が
立
た
な
い
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
海
藻
と
く
に
ワ
カ

メ
、
ノ
リ
の
発
芽
期
に
高
水

温
の
海
水
が
来
る
こ
と
で
芽

落
ち
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
三
浦
半
島
の
磯

根
で
は
、
ア
イ
ゴ
に
よ
る
カ

ジ
メ
・
ア
ラ
メ
の
食
害
で
磯

焼
け
が
続
き
、
ア
ワ
ビ
・
サ

ザ
エ
な
ど
の
資
源
に
深
刻
な

事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

磯
焼
け
地
域
の
藻
場
を
回
復

す
る
事
業
の
展
開
を
本
腰
で

や
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
ヒ
ラ
メ
の
漁
獲
は
、

昨
年
前
半
、
豊
漁
で
し
た
の

で
、
種
苗
の
放
流
効
果
と
資

源
管
理
の
効
果
が
表
れ
て
い

る
と
み
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
今
年
度
の
漁
に
も
期
待

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
協
会
で
は
、
こ

の
様
な
環
境
の
中
で
、
マ
ダ

イ
、
ヒ
ラ
メ
、
ク
ロ
ダ
イ
、

カ
サ
ゴ
、
メ
バ
ル
、
カ
ワ
ハ

ギ
、
ア
ワ
ビ
、
ト
コ
ブ
シ
を

漁
業
協
同
組
合
や
水
産
関
係

団
体
、
遊
漁
関
係
団
体
の
ご

要
望
に
沿
っ
て
、
種
苗
を
放

流
、
斡
旋
し
て
、
水
産
資
源

の
増
大
に
寄
与
し
て
い
き
ま

す
。

　

種
苗
の
放
流
で
、
漁
業

者
・
遊
漁
案
内
業
者
の
経
営

が
安
定
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
漁
業
者
、
遊
漁
案

内
業
者
そ
し
て
多
く
の
県
民

の
皆
様
方
で
、
栽
培
漁
業
が

続
け
て
い
け
る
よ
う
、
ご
理

解
と
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
大
漁
を
祈
念
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

協
会
は
設

立
以
来
、
水

産
種
苗
の
生

産
・
放
流
・

供
給
事
業
に

取
り
組
み
、

神
奈
川
県
下

の
海
を
資
源
豊
か
に
す
る

た
め
、
色
々
な
種
苗
を
放

流
し
て
き
ま
し
た
▼
そ
れ

は
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
、

ヒ
ラ
メ
、
マ
コ
ガ
レ
イ
、

カ
サ
ゴ
、
メ
バ
ル
、
ト
ラ

フ
グ
、
カ
ワ
ハ
ギ
と
い
っ

た
魚
類
に
加
え
ア
ワ
ビ
、

ト
コ
ブ
シ
、
サ
ザ
エ
な
ど

の
貝
類
と
い
う
多
彩
な
種

苗
放
流
で
す
。
▼
こ
の
中

で
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
マ
ダ
イ
で
す
。
か
つ

て
百
万
尾
、
今
で
も
七
十

万
尾
を
超
す
種
苗
を
放
流

し
て
資
源
の
維
持
に
貢
献

し
、
神
奈
川
は
マ
ダ
イ
種

苗
放
流
の
「
モ
デ
ル
県
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
▼
い

ず
れ
の
種
苗
放
流
も
漁
業

者
や
遊
漁
船
業
者
の
収
入

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
と
同
時
に
釣
り

を
楽
し
む
人
た
ち
の
喜
び

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
と
い
う
思
い
か
ら
で

す
▼
ま
た
、
マ
ダ
イ
、
ヒ

ラ
メ
、
メ
バ
ル
、
カ
サ
ゴ
、

ク
ロ
ダ
イ
は
小
学
生
を
主

体
に
種
苗
放
流
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
水
産
資
源
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

取
り
組
み
も
続
け
て
い
ま

す
。
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昨
年
の
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
放
流

　

昨
年
は
、
東
京
湾
か
ら
相

模
湾
に
平
均
全
長
六
十
三
〜

九
十
六
㎜
の
ヒ
ラ
メ
種
苗
を

合
計
二
十
六
万
尾
放
流
し
ま

し
た
。

　

内
訳
は
太
平
洋
南
区
栽
培

漁
業
推
進
協
議
会
と
神
奈
川

県
栽
培
漁
業
協
会
の
種
苗
放

流
事
業
で
六
万
尾
、
種
苗
供

給
事
業
と
し
て
公
益
財
団
法

人
相
模
湾
水
産
振
興
事
業
団

が
六
万
尾
、
一
般
財
団
法
人

横
須
賀
西
部
水
産
振
興
事
業

団
が
八
千
尾
、
漁
業
協
同
組

合
等
が
十
三
万
二
千
二
百
尾

で
し
た
。

　

ヒ
ラ
メ
の
鰭
の
一
部
を
切

除
し
た
標
識
魚
を
五
百
尾
ず

つ
横
須
賀
東
部
漁
業
協
同
組

合
と
長
井
町
漁
業
協
同
組
合

に
放
流
し
ま
し
た
（
写
真
参

照
）
。

　

鰭
が
欠
け
た
ヒ
ラ
メ
を
見

つ
け
ま
し
た
ら
栽
培
漁
業
協

会
に
連
絡
下
さ
い
。

　

漁
獲
量
と
放
流
尾
数
の
関

係
を
、
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

の
山
崎
哲
也
さ
ん
が
ヒ
ラ
メ

に
つ
い
て
示
し
た
図
を
見
る

と
、
近
年
の
ヒ
ラ
メ
の
漁
獲

量
の
増
大
は
、
天
然
資
源
に

よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
し
た
が
い
、
放
流
資

源
は
漁
獲
量
を
底
支
え
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

天
然
資
源

の
増
大
の
原

因
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、

二
〇
一
〇
年

以
前
の
漁
況

に
戻
る
可
能

性
も
あ
り
ま

す
。
種
苗
放

流
と
資
源
管

理
に
よ
っ
て

持
続
的
に
高

位
安
定
し
た

漁
獲
量
を
期

待
し
た
い
も

の
で
す
。

(水産技術センター山崎哲也氏提供)

鰭がカットされた標識放流漁

相
模
湾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

　

水
産
海
洋
学
会
、
小
田
原

市
、
相
模
湾
水
産
振
興
事
業

団
が
共
催
す
る
第
四
十
一
回

「
相
模
湾
の
環
境
保
全
と
水

産
振
興
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

百
三
十
人
を
超
す
漁
業
関
係

者
、
水
産
研
究
者
、
行
政
担

当
者
ら
が
参
加
し
て
昨
年
十

月
二
十
日
、
小
田
原
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
協
会
の
鈴
木
秀

雄
事
務
局
長
は
、
神
奈
川
県

に
お
け
る
栽
培

漁
業
と
里
海
に

つ
い
て
、
「
栽

培
漁
業
協
会
が

取
り
組
ん
で
き

た
種
苗
放
流
事

業
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
種
苗

放
流
な
ど
の
事
業
を
行
う
こ

と
は
、
里
海
の
概
念
と
共
通

の
目
標
で
す
」
と
話
題
を
提

供
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
開
放

型
湾
に
お
け
る
里
海
の
創
生

と
相
模
湾
漁
業
の
持
続
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

九
州
大
学
名
誉
教
授
の
柳
哲

雄
先
生
は
「
里
海
概
念
の
提

唱
と
そ
の
展
開
」
と
題
し
、

「
関
係
者
の
協
働
に
よ
り
人

手
を
加
え
る
こ
と
で
、
き
れ

い
で
、
豊
か
で
、
持
続
可
能

沿
岸
域
の
実
現
を
」
と
基
調

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
武
井
正

公
益
財
団
法
人
相
模

湾
水
産
振
興
事
業
団

理
事
長
が
「
事
業
団

が
取
り
組
ん
で
き
た

里
海
に
関
わ
る
事
業
」
、
当

協
会
の
鈴
木
事
務
局
長
、
神

奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

の
工
藤
孝
浩
主
任
研
究
員
が

「
市
民
と
の
環
境
再
生
の
取

り
組
み
」
、
同
県
流
域
下
水

道
整
備
事
務
所
の
大
橋
幸
雄

部
長
・
い
で
あ
㈱
の
楯
慎
一

郎
研
究
員
が
「
下
水
処
理
水

の
海
域
放
流
影
響
調
査
の
推

移
と
今
後
の
取
り
組
み
」
と

題
し
話
題
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

定
置
網
漁
業
者
の
山
崎
哲

也
、
刺
網
漁
業
者
の
本
田
正

実
、
遊
漁
船
業
者
の
小
林
伸

光
の
三
氏
は
「
種
苗
放
流
、

魚
が
住
み
や
す
い
環
境
改

善
・
保
全
が
大
切
で
あ
る
」

な
ど
と
い
う
現
場
か
ら
の
声

を
発
表
し
、
松
山
優
治
東
京

海
洋
大
学
名
誉
教
授
が
司
会

し
、
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

話題を提供する
　　鈴木事務局長

　

神
奈
川
県
は
昨
年
十
月
、
生
産
と

販
売
に
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

横
須
賀
東
部
漁

協
の
「
走
水
あ

さ
り
」
を
「
か

な
が
わ
ブ
ラ
ン

ド
」
に
登
録
し

ま
し
た
。

　

「
走
水
あ
さ

り
」
は
、
餌
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
豊
富
な
横
須

賀
市
走
水
地
先

の
海
で
獲
れ
る

天
然
ア
サ
リ
で
す
。
ふ
っ
く
ら
と
し

た
身
が
貝
の
中
に
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
は
、
貝
に
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
丁
寧
に
水
揚
げ
し
ま
す
。
そ
し

て
、
一
晩
、
砂
抜
き
を
し
て
か
ら
出

荷
し
ま
す
。
こ

の
「
か
な
が
わ

ブ
ラ
ン
ド
」
に

登
録
さ
れ
た
ア

サ
リ
は
、
横
須

賀
市
新
港
町
に

あ
る
「
よ
こ
す

か
ポ
ー
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
な
ど

で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
今
回

は
「
江
の
島
カ
マ
ス
」
や
「
相
模
の

鮎
」
も
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

安
全
性
と
商
品
の
特
徴
な
ど
、
一
定

の
品
質
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
神
奈
川
県
漁
業

者
交
流
大
会
は
一
月
十
二
日
午
後
一

時
か
ら
、
横
浜
市
栄
区
小
菅
ケ
谷
の

「
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ　

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
主
催
者
挨
拶
に

引
き
続
き
、
青
年
漁
業
士
一
、
指
導

漁
業
士
二
名
の
認
定
証
書
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
後
、
藤
沢
市
漁
協
の
「
湘
南

は
ま
ぐ
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
活

動
発
表
、
神
奈
川
県
漁
業
士
会
が
平

成
二
十
九
年
度
の
活
動
を
紹
介
、
神

奈
川
県
水
産
課
が
「
救
命
胴
衣
着
用

義
務
化
」
、
神
奈
川
県
立
海
洋
科
学

高
等
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
同
校

の
生
徒
が
「
磯
焼
け
に
対
す
る
わ
が

校
の
対
策
」
「
水
産
食
品
の
研
究
と

開
発
」
を
話
題
提
供
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
神
奈
川
県
下
の
漁
業

者
及
び
水
産
関
係
団
体
な
ど
が
日
ご

ろ
の
活
動
を
発
表
し
、
漁
業
の
担
い

手
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

着底前のヒラメ
ふ化後３０～３５日後の仔魚

東
京
湾
〜
相
模
湾
に
二
十
六
万
尾

基
調
講
演
、話
題
提
供
、現
場
か
ら
の
声

か
な
が
わ
ブ
ラ
ン
ド

「
走
水
あ
さ
り
」

２９年度「漁業者交流大会」



さ い ば い ニ ュ ー ス

げ
ん
こ
つ
や

〒
２
４
０-

０
１
０
４

横
須
賀
市
芦
名
二-

二
〇-

二
三

T
E
L 

〇
四
六-

八
五
七-

一
五
二
九

■
定
休
日
：
毎
週
火
曜
、
第
三
水
曜

店
　
主
　
　
石

坂

幸

央

焼
肉
食
堂

※

葉
山
牛
カ
ル
ビ
　
一
、〇
八
〇
円

ク
ロ
レ
ラ
工
業
株
式
会
社

生
産
本
部
技
術
特
販
部

〒
８
３
３-

０
０
５
６

福
岡
県
筑
後
市
久
富
一
三
四
三

T
E
L 

〇
九
四
二-

五
二-

一
二
六
一

F
A
X 

〇
九
四
二-

五
一-

七
二
〇
三

株
式
会
社 

鈴
木
組

〒
２
５
９-

０
２
０
１

足
柄
下
郡
真
鶴
町
真
鶴
九
九
五-

二

T
E
L 

〇
四
六
五-

六
八-

五
五
五
五

代
表
取
締
役
　
脇

山

　

俊

土
木
・
港
湾
・
浚
渫
工
事

石
材
採
取
販
売
・
測
量
調
査

代
表
取
締
役
社
長
　
藤

木

治

夫

〒
７
２
０-

０
２
０
３　

広
島
県
福
山
市
田
尻
町
四
二
八
九
番
地

T
E
L 

〇
八
四-

九
五
六-

三
四
七
三

F
A
X 

〇
八
四-

九
五
六-

三
四
七
四

有限会社 パル
代表取締役　菅 野 茂 樹

〒238-0224
神奈川県三浦市三崎町諸磯1249
TEL 0 4 6 - 8 8 0 - 0 7 5 7
FAX 050-3730-8101

平成29年度 栽培普及啓発事業

第105号（３）　　 2018 年（平成 30年）１月１日

さ
い
ば
い
漁
業
っ
て
何 

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

公
益
財
団
法
人

23

あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

当協会は、神奈川県下の海を豊
かにするため、主に子どもたち
が種苗放流に参加する「栽培普
及啓発事業」を実施しています。
２９年度はマダイ、ヒラメ、カ
サゴ、メバル、クロダイ種苗が
放流されました。

 　
◇
六
月
十
一
日
、
横
須
賀

市
長
井
の
荒
崎
海
岸
で
ク
リ

ー
ン
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
、

参
加
者
百
人
が
千
尾
の
ヒ
ラ

メ
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

日
本
釣
振
興
会
神
奈
川
県
支

部
が
提
供
し
た
種
苗
で
す
。

　

◇
二
十
九
日
、
漁
港
建
設

企
業
な
ど
の
協
力
で
、
地
元

の
小
学
生
百
三
十
四
人
が
金

沢
漁
港
か
ら
遊
漁
船
に
乗
り
、

ヒ
ラ
メ
と
メ
バ
ル
種
苗
合
計

二
千
尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

◇
七
月
十
日
、
平
塚
市
漁

協
、
当
協
会
が
提
供
し
た
ヒ

ラ
メ
種
苗
を
地
元
小
学
生
百

二
十
人
が
千
尾
、
◇
十
三
日
、

当
協
会
、
長
井
町
漁
協
な
ど

が
提
供
し
た
ヒ
ラ
メ
種
苗
千

尾
を
地
元
の
小
学
生
六
十
一

人
が
放
流
し
ま
し
た
。

　　

◇
日
本
釣
振
興
会
、
全
日

本
磯
釣
り
連
盟
神
奈
川
県
支

　
●
ヒ
ラ
メ

　
●
メ
バ
ル

部
は
七
月
二
十
三
日
、
横
須

賀
市
海
辺
釣
り
公
園
で
、
青

少
年
・
少
女
釣
り
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
そ
の
参
加
者

五
十
人
が
メ
バ
ル
稚
魚
千
尾

を
放
流
し
ま
し
た
。

　

◇
七
月
三
十
日
に
行
わ
れ

た
横
須
賀
市
・
久
里
浜
町
内

の
お
祭
り
の
一
環
と
し
て
、

お
神
輿
を
担
い
だ
子
ど
も
た

ち
五
十
人
が
、
千
七
百
尾
の

マ
ダ
イ
稚
魚
を
放
流
し
ま
し

た
。
◇
八
月
六
日
、
小
田
原

み
な
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

来
賓
な
ど
三
十
人
が
漁
船
に

乗
り
千
八
百
尾
の
マ
ダ
イ
種

苗
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

◇
九
月
五
日
、
横
須
賀
市

西
部
水
産
振
興
事
業
団
は
、

地
元
の
小
学
三
，
四
年
生
八

十
七
人
が
参
加
す
る
「
体
験

放
流
」
を
行
い
ま
し
た
。
芦

名
漁
港
岸
壁
か
ら
千
尾
の
カ

●
マ
ダ
イ

　
●
カ
サ
ゴ

サ
ゴ
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

◇
十
日
、
横
浜
港
埠
頭
㈱
は

本
牧
海
釣
り
施
設
で
、
釣
り

を
楽
し
ん
で
い
た
人
二
百
人

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
千
尾

の
カ
サ
ゴ
種
苗
を
放
流
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　　

◇
九
月
十
一
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
小
網
代
パ
ー
ル
海
育
隊

は
、
三
浦
市
内
の
小
学
校
の

生
徒
百
三
人
を
招
待
、
ク
ロ

ダ
イ
、
マ
ダ
イ
合
計
二
千
五

百
尾
の
放
流
学
習
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

◇
九
月
十
六
日
、
横
浜
ベ

イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ
の
「
Ｙ

Ｂ
Ｍ
海
の
学
校
」
で
、
横
浜

市
内
の
十
八
人
の
小
学
生
な

ど
に
よ
る
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ

イ
千
尾
の
種
苗
放
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

◇
三
十
日
、
横
須
賀
市
長

井
の
荒
崎
海
岸
の
ク
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
で
親
子
連
れ
な
ど

六
十
人
が
ク
ロ
ダ
イ
種
苗
千

尾
を
放
流
し
ま
し
た
。
日
本

釣
振
興
会
神
奈
川
県
支
部
が

提
供
し
た
種
苗
で
す
。

　

◇
十
月
七
日
、
川
崎
市
の

東
扇
島
東
公
園
で
行
わ
れ
た

み
な
と
祭
り
の
一
環
と
し
て
、

五
十
人
が
参
加
し
て
二
千
尾

の
ク
ロ
ダ
イ
稚
魚
を
放
流
し

ま
し
た
。

　
●
ク
ロ
ダ
イ

　

マ
ダ
イ
栽
培
漁
業
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
幼
稚
仔
が
育

つ
時
期
に
生
活
で
き
な
く
な

っ
た
生
物
の
資
源
を
回
復
す

る
た
め
に
は
、
人
為
的
に
資

源
（
種
苗
）
の
添
加
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
人
工
的
に
種
苗

を
大
量
に
生
産
し
、
そ
れ
を

適
切
な
時
期
、
場
所
、
大
き

さ
で
、
放
流
す
る
の
が
効
率

的
で
あ
る
か
調
査
・
研
究
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
ダ
イ
漁
業
資
源
生
態
調

査
研
究
の
歴
史

　

マ
ダ
イ
の
場
合
、
昭
和
四

十
七
年
度
か
ら
昭
和
四
十
九

年
度
ま
で
基
礎
的
な
マ
ダ
イ

の
生
態
・
資
源
・
漁
業
の
調

査
が
行
わ
れ
、
栽
培
漁
業
展

開
の
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
昭
和
五
十

一
年
度
に
神
奈
川
県
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
マ

ダ
イ
種
苗
生
産
の
体
制
づ
く

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
神
奈

川
、
静
岡
の
両
県
で
「
放
流

技
術
開
発
調
査
」
が
始
ま
り
、

翌
五
十
五
年
度
か
ら
「
回
遊

性
魚
類
共
同
放
流
実
験
調
査

事
業
」
と
改
称
し
、
昭
和
五

十
七
年
度
か
ら
千
葉
県
が
加

わ
り
、
昭
和
六
十
一
年
度
ま

で
大
量
の
標
識
放
流
実
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十

二
年
度
に
は
千
葉
県
は
引
き

続
き
同
事
業
に
よ
り
、
神
奈

川
県
、
静
岡
県
は
指
定
法
人

の
㈶
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
と
㈶

静
岡
県
漁
業
振
興

基
金
に
よ
る
「
広

域
栽
培
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
」
と
し
て

放
流
調
査
を
継
続

し
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
昭

和
六
十
二
年
度
で
「
回
遊
性

魚
類
共
同
放
流
実
験
調
査
事

業
」
が
終
了
し
た
た
め
、
千

葉
県
は
県
単
独
事
業
、
神
奈

川
、
静
岡
両
県
は
「
マ
ダ
イ

放
流
効
果
実
証
事
業
」
と
し

て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
で
は
、
県

を
ま
た
ぐ
標
識
マ
ダ
イ
の
移

動
、
成
長
、
放
流
効
果
な
ど

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
放
流
効
果
実
証
事
業

に
と
平
行
し
て
資
源
培
養
管

理
対
策
事
業
が
平
成
二
年
度

か
ら
始
ま
り
、
放
流
資
源
の

み
な
ら
ず
天
然
資
源
の
評
価

を
し
て
、
平
成
六
年
度
に
マ

ダ
イ
資
源
の
管
理
方
策
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
方
策
と
し
て
は
、
体

長
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
マ
ダ
イ
を
再
放
流
す
る

こ
と
、
マ
ダ
イ
種
苗
放
流
場

所
を
二
週
間
、
禁
漁
区
を
設

定
し
、
放
流
直
後
の
保
護
を

す
る
、
ま
た
、
種
苗
の
放
流

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
な
ど

が
漁
業
者
間
で
合
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

マ
ダ
イ
の
産
卵

　

マ
ダ
イ
は
、
桜
が
咲
く
こ

ろ
か
ら
産
卵
期
に
入
り
ま
す
。

春
、
水
温
が
十
五
度
か
ら
十

八
度
に
上
昇
し
始
め
る
と
、

産
卵
が
始
ま
り
ま
す
。

　

天
然
マ
ダ
イ
の
産
卵
場
は
、

マ
ダ
イ
の
漁
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
春
、
水
深
百
メ
ー
ト

ル
付
近
で
越
冬
し
て
い
た
マ

ダ
イ
は
、
水
深
三
十
メ
ー
ト

ル
付
近
の
浅
場
の
礁
に
移
動

し
て
産
卵
し
て
い
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。

　

池
で
飼
育
し
て
い
る
マ
ダ

イ
を
観
察
す
る
と
、
雄
は
こ

の
時
期
、
頭
の
周
辺
が
茶
褐

色
か
ら
黒
色
の
婚
姻
色
と
な

り
ま
す
。
雌
は
ま
さ
に
桜
色

の
体
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
水

色
の
斑
点
が
蛍
光
色
を
光
ら

せ
艶
や
か
な
体
と
な
り
ま
す
。

　

昼
間
、
雌
の
後
に
雄
が
数

尾
追
尾
を
し
て
泳
ぎ
回
っ
て

い
ま
す
。
夕
方
、
泳
ぎ
が
活

発
に
な
り
、
雌
が
海
面
近
く

で
放
卵
を
す
る
と
、
そ
こ
に

何
十
匹
の
雄
が
放
精
す
る
行

動
を
と
り
ま
す
。

　

一
匹
の
雌
は
、
産
卵
期
に

何
回
か
に
分
け
て
産
卵
し
ま

す
。
産
卵
数
は
満
四
年
魚
で

一
尾
、
百
万
か
ら
二
百
万
粒

を
産
卵
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　

マ
ダ
イ
の
体
色

　

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
大

池
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
マ
ダ

イ
を
見
学
者
が
見
て
、
ク
ロ

ダ
イ
と
見
間
違
わ
れ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
体

色
が
黒
く
、
マ
ダ
イ
の
イ
メ

ー
ジ
と
は
違
う
た
め
で
す
。

　

マ
ダ
イ
は
自
然
界
で
は
水

深
五
十
メ
ー
ト
ル
前
後
に
生

息
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
太

陽
の
光
が
弱
く
、
薄
暗
い
状

況
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
然
の
マ
ダ
イ
は

エ
ビ
類
や
イ
カ
な
ど
を
食
べ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
水
深
二
か
ら

三
メ
ー
ト
ル
の
浅
い
池
で
は

燦
燦
と
太
陽
の
光
が
降
り
そ

そ
ぎ
、
マ
ダ
イ
も
日
焼
け
し

ま
す
。　
　
　

（
つ
づ
く
）

マ
ダ
イ
②

各地のイベントで種苗放流
ヒラメ

マダイ

メバル

カサゴ

クロダイ
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来会した研修生

「長井漁港」
神奈川下漁港めぐり・・・シリーズ③

第２種
相模湾東部に位置する沿岸漁業の拠点

　

神
奈
川
県
横
須
賀

市
長
井
町
に
あ
る
第

二
種
の「
長
井
漁
港
」

は
、
相
模
湾
の
東
部

に
位
置
し
、
定
置
網

や
刺
網
、
一
本
釣
り

な
ど
の
様
々
な
漁
船

が
入
港
す
る
横
須
賀

市
で
は
最
大
の
漁
港

で
す
。

　

長
井
漁
港
の
整
備

の
歴
史
は
古
く
、
漁

港
本
港
は
昭
和
七
年

に
基
本
施
設
、
防
波

堤
、
物
揚
場
、
船
揚
場
を
造

る
た
め
に
起
工
さ
れ
、
昭
和

九
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
三
十
年
に
漁
港

整
備
計
画
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

そ
の
対
象
港
と
し
て
承
認
さ

れ
、
昭
和
三
十
三
年
に
第
二

次
漁
港
整
備
計
画
に
着
手
、

以
来
、
長
井
漁
港
は
整
備
が

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

同
港
に
は
長
井
町
漁
協
地

方
卸
売
市
場
が
あ
り
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
ヒ
ラ
メ
、
ブ
リ

類
、
カ
マ
ス
、
カ
ワ
ハ
ギ
、

カ
サ
ゴ
、
タ
コ
、
サ
ザ
エ
な

ど
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
十
一
月
下
旬
か
ら
は
ト

ラ
フ
グ
も
水
揚
げ
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
鮮
な
鮮
魚
な

ど
は
、
月
一
回
開
催
さ
れ
て

い
る
「
長
井
の
朝
市
」
で
生

産
者
直
販
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
す
か
な
ご

っ
そ
」
の
同
漁
協
直
営
の

「
さ
か
な
館
」
で
は
、
定
休

の
水
曜
日
以
外
は
毎
日
、
朝

獲
れ
鮮
魚
、
干
物
、
海
藻
類

だ
け
で
な
く
地
魚
握
り
寿
司
、

た
こ
飯
ま
で
販
売
し
消
費
者

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

活魚のカワハギなどを選別すかなごっそ「さかな館」

水揚げ拠点、長井魚市場

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
が
来
会

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
横
浜
国
際
セ
ン
タ
ー
で

は
、
開
発
途
上
の
経
済
・
社

会
開
発
の
必
要
な
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
研
修
生
を
受

け
入
れ
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
事
業

の
一
環
と
し

て
、
「
漁
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
開
発
計
画
（
Ｂ
）
」
コ
ー

ス
の
研
修
員
が
平
成
二
十
九

年
十
一
月
二
日
、
当
協
会
に

来
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
員
は
、
西
ア

フ
リ
カ
の
カ
メ
ル
ー
ン
、
コ

モ
ロ
、
ギ
ニ
ア
、
モ
ー
リ
タ

ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
の
七
名
で

あ
り
、
各
国
政
府
の
漁
業
関

係
部
局
の
課
長
ク
ラ
ス
の
人

で
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
神
奈
川
県

の
人
口
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
漁
業
者

人
口
、
漁
獲
量
、
漁
業
実
態

な
ど
を
説
明
し
、
さ
ら
に
、

栽
培
漁
業
の
基
本
的
な
考
え

方
、
神
奈
川
県
の
栽
培
漁
業

の
実
態
、
放
流
効
果
な
ど
を

お
話
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
十
四
日
に

横
浜
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
二
ケ
月
間
に
わ
た
っ
て
、

全
国
の
様
々
な
水
産
施
設
、

水
産
関
係
機
関
を
訪
問
し
た

結
果
を
踏
ま
え
て
、
研
修
生

が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
帰
っ
て

行
う
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

発
表
し
、
そ
れ
に
対
す
る
意

見
を
日
本
の
講
師
が
述
べ
て
、

各
国
の
水
産
振
興
に
役
立
て

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

シ
マ
ノ・リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト・ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

相
模
湾
遊
漁
問
題
対
話
推
進
協
か
ら
も
寄
付

神奈川トヨタグループからも寄付

ハギマスター参加者から寄付

　

当
協
会
は
、
神
奈
川
の
海

を
豊
か
に
す
る
た
め
、
種
苗

放
流
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
も
資
源
増
大
に

役
立
て
て
と
シ
マ
ノ
、
リ
ビ

エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ボ
ニ
ア
、

神
奈
川
ト
ヨ
タ
商
事
㈱
か
ら

継
続
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
相
模

湾
で
遊
漁
船
業
を
経
営
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
の
相
模
湾
遊

漁
問
題
対
話
推
進
協
議
会
か

ら
も
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
支
援
に
応
え
、

水
産
種
苗
の
放
流
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

　

シ
マ
ノ

　

わ
が
国
の
最
大
手
の
釣
り

具
メ
ー
カ
ー
「
シ
マ
ノ
」
か

ら
今
年
度
も
「
マ
ダ
イ
資
源

の
維
持
・
増
大
に
役
立
て

て
」
と
、
百
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
は
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
寄
付
を

続
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
年
度
ま
で
の
寄
付
の
総
額

は
千
九
百
九
十
万
円
に
達
し

て
い
ま
す
。

　

リ
ビ
エ
ラ

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ボ

ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
は
、
昨
年
秋

の
「
ハ
ギ
マ
ス
タ
ー
２
０
１

７
」
の
参
加
費
の
一
部
、
八

万
八
千
円
を
当
協
会
に
寄
付

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
春
の
「
キ
ス
マ

ス
タ
ー
」
の
時
も
参
加
者
に

呼
び
掛
け
、
資
源
増
大
に
役

立
て
て
ほ
し
、
と
寄
付
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

　

Ｋ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
神
奈
川

ト
ヨ
タ
商
事
は
、
釣
り
大
会

な
ど
を
開
催
す
る
機
会
が
増

え
、
そ
の
た
め
に
は
水
産
資

源
の
維
持
・
増
大
が
大
切
、

だ
と
今
年
度
も
十
万
円
を
寄

付
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
グ
ル
ー
プ
の
上
野
健
彦
代

表
か
ら
も
五
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

遊
漁
問
題
対
話
推
進
協

　

相
模
湾
遊
漁
問
題
対
話
推

進
協
議
会
（
久
保
田
源
太
郎

会
長
）
は
、
遊
漁
船
業
者
も

水
産
資
源
の
管
理
、
資
源
増

大
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
と

十
万
円
を
寄
付
し
て
く
れ
ま

し
た
。

水槽で稚魚・稚貝展示
稚魚・稚貝に子どもも関心

　

当
協
会
は
、
栽
培
漁
業
の
大
切
さ
を
広

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
普
及
啓
発
を
事
業

の
柱
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
協

会
で
生
産
し
て
い
る
活
き
た
種
苗
の
水
槽

に
よ
る
展
示
で
す
。

　

昨
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
「
小
田
原
み

な
と
ま
つ
り
」
で
は
、
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ

イ
、
マ
コ
ガ
レ
イ
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
と
ア

ワ
ビ
、
ト
コ
ブ
シ
、
サ
ザ
エ
の
稚
貝
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
、

泳
ぎ
回
る
稚
魚
に
興
味
津
々
と
い
っ

た
表
情
で
、
「
か
わ
い
い
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
展
示
ブ
ー
ス
に
は
、
「
栽
培

募
金
箱
」
を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
も
次
々
に
募
金
し
て
く

れ
ま
し
た
。

栽
培
漁
業
・
放
流
効
果
な
ど
研
修

資
源
増
大
に
役
立
て
て
と

普及啓発事業の一つとして

あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

売上の一部が
放流事業に寄付される
自販機設置にご協力

ください。

サントリービバレッジサービス株式会社
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株式会社 北村
〒604-
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